
ご意見・ご要望 投稿日 平成３０年６月２８日 

件名 乳幼児健診について 

本文  

市で行なって頂いた乳幼児3ヶ月健診に夫婦で子どもを連れ、参加しました。 

会場入り口で担当の方に、同伴者(夫)は外でお待ちください、と言われたの

で夫に持ってもらっていた荷物を持ち、子どもも抱えて会場に入りました。 

個人健診の前に全体に、離乳食の話や健康の話をしていただきました。せっ

かく一緒に来たのだから夫にも聞いてもらいたい話でした。 

その後、健診のため移動しましたが、首や腰が座らない子どもを抱っこし、

子どもの大荷物をひとりで持って移動するのは一瞬だとしても大変なことで

す。 

夫が会場に入らなかったことで、子育てを母親だけが頑張れと言われている

ようで、とても不愉快でした。 

当日母親しか入らないという案内もなかったため、夫婦で来た方や親御さん

と来た方の同伴者は何人も会場外で待っていました。 

会場に入ってはいけない理由があったのでしょうか。 

回 答 回答日 平成３０年７月５日 

担当部署 子ども未来部 子ども未来総室 母子保健課 

本文 

この度は、ご夫婦で参加していただいたにも関わらず、不快な思いをさせて

しまいましたことに深くお詫び申し上げます。 

今回ご意見、ご質問頂きました乳幼児健診につきましては、離乳食の講話を

させて頂く会場が、日によって混雑することがあるため、保護者１人での入室

をお願いしているところでありました。ご不便をおかけしまして大変申し訳あ

りませんでした。 

今後は、会場の混雑がない時には、健診に同伴しているご家族にも離乳食の

講話を聴いて頂けるよう、配慮してまいりたいと思います。 

講話の後は、お子様の身体計測等になります。そちらへはご家族と一緒に移

動して頂けますが、身体計測や整形外科診察の際は、部屋が手狭のため、ご家

族の方には待合の椅子でお待ち頂くことをご了承ください。その後の、健診結

果の説明や、育児相談等の対応につきましては、ご家族揃って、お話を聞いて

いただければ幸いです。 

 これからも乳幼児健診の方法について検討し、できる限り保護者の皆様の意

向に添えるよう努めてまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 



 


